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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源と、
　エアロゾル源を霧化可能な霧化器が電気的に接続可能、且つ、前記電源へ電気的に接続
される第１コネクタと、
　前記エアロゾル源から生成されたエアロゾルに香味を付加する香味源を加熱可能なヒー
タが電気的に接続可能、且つ、前記電源へ電気的に接続される第２コネクタと、
　処理装置と、を備え、
　前記処理装置は、
　　前記電源から前記霧化器と前記ヒータへの放電を制御することで、香味が付加された
エアロゾルを生成し、
　　前記香味が付加されたエアロゾルの生成後である第１タイミングにおける前記香味源
の残量を、第１残量として取得し、
　　前記第１タイミングと次の前記香味が付加されたエアロゾルの生成を開始する第２タ
イミングの間における前記香味源の残量である第２残量を、前記第１残量よりも少ない量
として取得するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【請求項２】
　請求項１に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　前記処理装置は、前記電源から前記霧化器と前記ヒータへの放電を、前記第２残量に基
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づき制御するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　前記処理装置は、前記第１タイミングからの経過時間に基づき、前記第２残量を取得す
るように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか１項に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　前記処理装置は、
　　前記香味源の温度を取得可能であり、
　　前記第１タイミング以降且つ前記第２タイミングより前における前記香味源の温度に
基づき、前記第２残量を取得するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【請求項５】
　請求項１から３のいずれか１項に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　前記処理装置は、
　　前記ヒータの温度を取得可能であり、
　　前記ヒータの温度が複数の目標温度のいずれかに収束するように、前記電源から前記
ヒータへの放電を制御し、
　　前記第１タイミングにおける前記ヒータの温度又は前記目標温度の値に基づき、前記
第２残量を取得するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　通知部を、備え、
　前記処理装置は、
　　前記香味源の残量が閾値未満となった場合、前記通知部に通知を行わせ、
　　前記通知後に前記霧化器へ供給した電力量の積算値に基づき、前記第２残量を取得す
るように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【請求項７】
　請求項１から５のいずれか１項に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　前記処理装置は、
　　前記エアロゾル生成装置に対する前記香味源を収容する収容体の脱着が検知可能であ
り、
　　前記収容体の装着後に前記霧化器へ供給した電力量の積算値に基づき、前記第２残量
を取得するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　前記電源ユニットの周囲温度に関する値を出力するセンサを、備え、
　前記処理装置は、前記第１タイミング以降且つ前記第２タイミングより前における前記
センサの出力に基づき、前記第２残量を取得するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１項に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　前記処理装置は、前記第１残量に基づき、前記第２残量を取得するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【請求項１０】
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　請求項１から９のいずれか１項に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　通知部を、備え、
　前記処理装置は、前記第２残量が閾値未満となった場合、前記通知部に通知を直ぐに実
行させるように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【請求項１１】
　請求項１から９のいずれか１項に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　通知部と、
　ユーザによる入力を検出可能な入力部と、を備え、
　前記処理装置は、
　　前記入力部への入力に基づき、前記電源から前記霧化器への放電を開始させ、
　　前記第２残量が閾値未満となった場合、前記入力部への入力を契機として前記通知部
に通知を実行させるように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【請求項１２】
　請求項１０又は１１に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　前記処理装置は、
　　前記第１残量を取得した後、前記第１残量から所定量を減じた量を直ぐに取得し、
　　前記第１残量から前記所定量を減じた量が前記閾値未満である場合、前記通知部に通
知を直ぐ実行させるように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアロゾル生成装置の電源ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、加熱素子と、前記加熱素子に、ある電圧を有する電力を与えるように
構成された電源と、吸う動作の気流を検出するように構成されたセンサと、吸う動作の間
隔に基づいて前記電源を制御するように構成されたプロセッサとを備える電子タバコが記
載されている。
【０００３】
　特許文献２、特許文献３、及び特許文献４には、液体を加熱して生成したエアロゾルを
香味源に通すことで、香味をエアロゾルに付加し、香味が付加されたエアロゾルをユーザ
に吸引させることのできる装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第６０３０５８０号
【特許文献２】国際公開第２０２０／０３９５８９号
【特許文献３】特表２０１７－５１１７０３号公報
【特許文献４】国際公開第２０１８／０１７６５４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　エアロゾルを生成して吸引可能とするエアロゾル生成装置は、吸引毎に安定した香喫味
を持つエアロゾルをユーザに提供できることが商品価値を高める上で重要となる。
【０００６】
　本発明の目的は、エアロゾル生成装置の商品価値を高めることにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　本発明の一態様のエアロゾル生成装置の電源ユニットは、電源と、エアロゾル源を霧化
可能な霧化器が電気的に接続可能、且つ、前記電源へ電気的に接続される第１コネクタと
、前記エアロゾル源から生成されたエアロゾルに香味を付加する香味源を加熱可能なヒー
タが電気的に接続可能、且つ、前記電源へ電気的に接続される第２コネクタと、処理装置
と、を備え、前記処理装置は、前記電源から前記霧化器と前記ヒータへの放電を制御する
ことで、香味が付加されたエアロゾルを生成し、前記香味が付加されたエアロゾルの生成
後である第１タイミングにおける前記香味源の残量を、第１残量として取得し、前記第１
タイミングと次の前記香味が付加されたエアロゾルの生成を開始する第２タイミングの間
における前記香味源の残量である第２残量を、前記第１残量よりも少ない量として取得す
るように構成される、ものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、エアロゾル生成装置の商品価値を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】エアロゾル生成装置の概略構成を模式的に示す斜視図である。
【図２】図１のエアロゾル生成装置の他の斜視図である。
【図３】図１のエアロゾル生成装置の断面図である。
【図４】図１のエアロゾル生成装置における電源ユニットの斜視図である。
【図５】図１のエアロゾル生成装置のハードウエア構成を示す模式図である。
【図６】図１のエアロゾル生成装置のハードウエア構成の変形例を示す模式図である。
【図７】エアロゾル生成装置１の動作中における香味成分残量の変化を示す模式図である
。
【図８】エアロゾル生成装置１の動作中における香味成分残量の変化を示す模式図である
。
【図９】図１のエアロゾル生成装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【図１０】図１のエアロゾル生成装置の動作を説明するためのフローチャートである。
【図１１】図１０のステップＳ１７において第一負荷２１に供給される霧化電力を示す模
式図である。
【図１２】図１０のステップＳ１９において第一負荷２１に供給される霧化電力を示す模
式図である。
【図１３】エアロゾル生成装置１の動作の第一変形例を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１４】エアロゾル生成装置１の動作の第二変形例を説明するためのフローチャートで
ある。
【図１５】エアロゾル生成装置１の動作の第三変形例を説明するためのフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明のエアロゾル生成装置の一実施形態であるエアロゾル生成装置１について
、図１から図６を参照して説明する。
【００１１】
（エアロゾル生成装置）
　エアロゾル生成装置１は、香味成分が付加されたエアロゾルを、燃焼を伴わずに生成し
て、吸引可能とするための器具であり、図１及び図２に示すように、所定方向（以下、長
手方向Ｘと呼ぶ）に沿って延びる棒形状となっている。エアロゾル生成装置１は、長手方
向Ｘに沿って、電源ユニット１０と、第１カートリッジ２０と、第２カートリッジ３０と
、がこの順に設けられている。第１カートリッジ２０は、電源ユニット１０に対して着脱
可能（換言すると、交換可能）である。第２カートリッジ３０は、第１カートリッジ２０
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に対して着脱可能（換言すると、交換可能）である。図３に示すように、第１カートリッ
ジ２０には、第一負荷２１と第二負荷３１が設けられている。エアロゾル生成装置１の全
体形状は、図１のように、電源ユニット１０と、第１カートリッジ２０と、第２カートリ
ッジ３０と、が一列に並ぶ形状には限らない。電源ユニット１０に対して、第１カートリ
ッジ２０及び第２カートリッジ３０が交換可能に構成されていれば、略箱状等の任意の形
状を採用可能である。なお、第２カートリッジ３０は、電源ユニット１０に対して着脱可
能（換言すると、交換可能）であってもよい。
【００１２】
（電源ユニット）
　電源ユニット１０は、図３、図４、及び図５に示すように、円筒状の電源ユニットケー
ス１１の内部に、電源１２と、充電ＩＣ５５Ａと、ＭＣＵ（Ｍｉｃｒｏ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
ｌｅｒ　Ｕｎｉｔ）５０と、ＤＣ／ＤＣコンバータ５１と、吸気センサ１５と、電圧セン
サ５２及び電流センサ５３を含む温度検出用素子Ｔ１と、電圧センサ５４及び電流センサ
５５を含む温度検出用素子Ｔ２と、第１通知部４５及び第２通知部４６を収容する。
【００１３】
　電源１２は、充電可能な二次電池、電気二重層キャパシタ等であり、好ましくは、リチ
ウムイオン二次電池である。電源１２の電解質は、ゲル状の電解質、電解液、固体電解質
、イオン液体の１つ又はこれらの組合せで構成されていてもよい。
【００１４】
　図５に示すように、ＭＣＵ５０は、吸気センサ１５、電圧センサ５２、電流センサ５３
、電圧センサ５４、及び電流センサ５５等の各種センサ装置と、ＤＣ／ＤＣコンバータ５
１と、操作部１４と、第１通知部４５と、第２通知部４６とに接続されており、エアロゾ
ル生成装置１の各種の制御を行う。
【００１５】
　ＭＣＵ５０は、具体的にはプロセッサを主体に構成されており、プロセッサの動作に必
要なＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）及び各種情報を記憶するＲＯ
Ｍ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の記憶媒体により構成されるメモリ５０ａを
更に含む。本明細書におけるプロセッサとは、具体的には、半導体素子等の回路素子を組
み合わせた電気回路である。
【００１６】
　図４に示すように、電源ユニットケース１１の長手方向Ｘの一端側（第１カートリッジ
２０側）に位置するトップ部１１ａには、第１コネクタを構成する放電端子４１が設けら
れる。放電端子４１は、トップ部１１ａの上面から第１カートリッジ２０に向かって突出
するように設けられ、第１カートリッジ２０の第一負荷２１及び第二負荷３１の各々と電
気的に接続可能に構成される。また、図４では図示省略されているが、トップ部１１ａに
は、第２コネクタを構成するコネクタＣＮ（図５、図６参照）が設けられる。放電端子４
１は、電源１２と電気的に接続されている。放電端子４１は、第１カートリッジ２０が電
源ユニット１０に装着された状態にて、第一負荷２１と電気的に接続される。コネクタＣ
Ｎは、電源１２と電気的に接続されている。コネクタＣＮは、第１カートリッジ２０が電
源ユニット１０に装着された状態にて、第二負荷３１と電気的に接続される。図４から図
６に示されたエアロゾル生成装置１では、第一負荷２１及び第二負荷３１は第１カートリ
ッジ２０に設けられている。本実施形態に代えて、第二負荷３１は第２カートリッジ３０
に設けられていてもよく、第一負荷２１及び第二負荷３１は電源ユニット１０に設けられ
ていてもよい。いずれの場合においても、第１コネクタを構成する放電端子４１と第２コ
ネクタを構成するコネクタＣＮは、電源ユニット１０に設けられる。
【００１７】
　また、トップ部１１ａの上面には、放電端子４１の近傍に、第１カートリッジ２０の第
一負荷２１に空気を供給する空気供給部４２が設けられている。
【００１８】
　電源ユニットケース１１の長手方向Ｘの他端側（第１カートリッジ２０と反対側）に位
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置するボトム部１１ｂには、外部電源（図示省略）と電気的に接続可能な充電端子４３が
設けられる。充電端子４３は、ボトム部１１ｂの側面に設けられ、例えば、ＵＳＢ（Ｕｎ
ｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）端子、又はｍｉｃｒｏＵＳＢ端子等が接続可能
である。
【００１９】
　なお、充電端子４３は、外部電源から送電される電力を非接触で受電可能な受電部であ
ってもよい。このような場合、充電端子４３（受電部）は、受電コイルから構成されてい
てもよい。非接触による電力伝送（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｐｏｗｅｒ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ）
の方式は、電磁誘導型でもよいし、磁気共鳴型でもよいし、電磁誘導型と磁気共鳴型を組
合せたものでもよい。また、充電端子４３は、外部電源から送電される電力を無接点で受
電可能な受電部であってもよい。別の一例として、充電端子４３は、ＵＳＢ端子、又はｍ
ｉｃｒｏＵＳＢ端子が接続可能であり、且つ上述した受電部を有していてもよい。
【００２０】
　電源ユニットケース１１には、ユーザが操作可能な操作部１４が、トップ部１１ａの側
面に充電端子４３とは反対側を向くように設けられる。より詳述すると、操作部１４と充
電端子４３は、操作部１４と充電端子４３を結ぶ直線と長手方向Ｘにおける電源ユニット
１０の中心線の交点について点対称の関係にある。操作部１４は、ボタン式のスイッチ又
はタッチパネル等から構成される。電源ユニット１０が電源オフの状態において、操作部
１４による所定の起動操作が行われると、操作部１４が電源ユニット１０の起動指令をＭ
ＣＵ５０に出力する。ＭＣＵ５０は、この起動指令を取得すると、電源ユニット１０を起
動させる。
【００２１】
　図３に示すように、操作部１４の近傍には、パフ（吸引）動作を検出する吸気センサ１
５が設けられている。電源ユニットケース１１には、内部に外気を取り込む不図示の空気
取込口が設けられている。空気取込口は、操作部１４の周囲に設けられていてもよく、充
電端子４３の周囲に設けられていてもよい。
【００２２】
　吸気センサ１５は、後述の吸口３２を通じたユーザの吸引により生じた電源ユニット１
０内の圧力（内圧）変化の値を出力するよう構成されている。吸気センサ１５は、例えば
、空気取込口から吸口３２に向けて吸引される空気の流量（すなわち、ユーザのパフ動作
）に応じて変化する内圧に応じた出力値（例えば、電圧値又は電流値）を出力する圧力セ
ンサである。吸気センサ１５は、アナログ値を出力してもよいし、アナログ値から変換し
たデジタル値を出力してもよい。
【００２３】
　吸気センサ１５は、検出する圧力を補償するために、電源ユニット１０の置かれている
環境の温度（外気温）を検出する温度センサを内蔵していてもよい。吸気センサ１５は、
圧力センサではなく、コンデンサマイクロフォン等から構成されていてもよい。
【００２４】
　ＭＣＵ５０は、パフ動作が行われて、吸気センサ１５の出力値が出力閾値以上になると
、エアロゾルの生成要求（後述するエアロゾル源２２の霧化指令）がなされたと判定し、
その後、吸気センサ１５の出力値がこの出力閾値を下回ると、エアロゾルの生成要求が終
了されたと判定する。なお、エアロゾル生成装置１においては、第一負荷２１の過熱を抑
制する等の目的のために、エアロゾルの生成要求がなされている期間が上限時間ｔｕｐｐ

ｅｒ（例えば、２．４秒）に達すると、吸気センサ１５の出力値にかかわらずに、エアロ
ゾルの生成要求が終了されたと判定されるようにしている。
【００２５】
　なお、吸気センサ１５に代えて、操作部１４の操作に基づいてエアロゾルの生成要求を
検出するようにしてもよい。例えば、ユーザがエアロゾルの吸引を開始するために操作部
１４に対し所定の操作を行うと、操作部１４がエアロゾルの生成要求を示す信号をＭＣＵ
５０に出力するように構成してもよい。
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【００２６】
　充電ＩＣ５５Ａは、充電端子４３に近接して配置され、充電端子４３から入力される電
力の電源１２への充電制御を行う。なお、充電ＩＣ５５Ａは、ＭＣＵ５０の近傍に配置さ
れていてもよい。
【００２７】
（第１カートリッジ）
　図３に示すように、第１カートリッジ２０は、円筒状のカートリッジケース２７の内部
に、エアロゾル源２２を貯留する貯留部を構成するリザーバ２３と、エアロゾル源２２を
霧化してエアロゾルを発生させる霧化器を構成する第一負荷２１と、リザーバ２３から第
一負荷２１の位置へエアロゾル源２２を引き込むウィック２４と、エアロゾル源２２が霧
化されることで発生したエアロゾルの粒径を、吸引に適した大きさにするための冷却用の
通路を構成するエアロゾル流路２５と、第２カートリッジ３０の一部を収容するエンドキ
ャップ２６と、エンドキャップ２６に設けられた、第２カートリッジ３０を加熱するため
の第二負荷３１と、を備える。
【００２８】
　リザーバ２３は、エアロゾル流路２５の周囲を囲むように区画形成され、エアロゾル源
２２を貯留する。リザーバ２３には、樹脂ウェブ又は綿等の多孔体が収容され、且つ、エ
アロゾル源２２が多孔体に含浸されていてもよい。リザーバ２３には、樹脂ウェブ又は綿
上の多孔質体が収容されず、エアロゾル源２２のみが貯留されていてもよい。エアロゾル
源２２は、グリセリン、プロピレングリコール、又は水などの液体を含む。
【００２９】
　ウィック２４は、リザーバ２３から毛管現象を利用してエアロゾル源２２を第一負荷２
１の位置へ引き込む液保持部材である。ウィック２４は、リザーバ２３から供給されるエ
アロゾル源２２を第一負荷２１が霧化可能な位置で保持する保持部を構成している。ウィ
ック２４は、例えば、ガラス繊維や多孔質セラミックなどによって構成される。
【００３０】
　第１カートリッジ２０に含まれるエアロゾル源２２は、リザーバ２３とウィック２４の
それぞれに保持されるが、以下では、リザーバ２３に貯留されるエアロゾル源２２の残量
であるリザーバ残量Ｗｒｅｓｅｒｖｏｉｒを、第１カートリッジ２０に含まれるエアロゾ
ル源２２の残量として取り扱う。リザーバ残量Ｗｒｅｓｅｒｖｏｉｒは、第１カートリッ
ジ２０の新品時の状態を１００％とし、エアロゾルの生成（エアロゾル源２２の霧化）が
行われるにしたがい減少していくものとする。リザーバ残量Ｗｒｅｓｅｒｖｏｉｒは、Ｍ
ＣＵ５０によって算出されてＭＣＵ５０のメモリ５０ａに記憶される。以下では、リザー
バ残量Ｗｒｅｓｅｒｖｏｉｒを単にリザーバ残量と記載する場合もある。
【００３１】
　第一負荷２１は、電源１２から放電端子４１を介して供給される電力によって、燃焼を
伴わずにエアロゾル源２２を加熱することで、エアロゾル源２２を霧化する。原則として
、第一負荷２１に電源１２から供給される電力が多いほど、霧化されるエアロゾル源の量
は多くなる。第一負荷２１は、所定ピッチで巻き回される電熱線（コイル）によって構成
されている。
【００３２】
　なお、第一負荷２１は、エアロゾル源２２を加熱することで、これを霧化してエアロゾ
ルを生成可能な素子であればよい。第一負荷２１は、例えば、発熱素子である。発熱素子
としては、発熱抵抗体、セラミックヒータ、及び誘導加熱式のヒータ等が挙げられる。
【００３３】
　第一負荷２１は、温度と電気抵抗値が相関を持つものが用いられる。第一負荷２１とし
ては、例えば、温度の増加に伴って電気抵抗値も増加するＰＴＣ（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ　Ｔ
ｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　Ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ）特性を有するものが用いられる。
【００３４】
　エアロゾル流路２５は、第一負荷２１の下流側であって、電源ユニット１０の中心線Ｌ
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上に設けられる。エンドキャップ２６は、第２カートリッジ３０の一部を収容するカート
リッジ収容部２６ａと、エアロゾル流路２５とカートリッジ収容部２６ａとを連通させる
連通路２６ｂと、を備える。
【００３５】
　第二負荷３１は、カートリッジ収容部２６ａに埋設されている。第二負荷３１は、電源
１２から放電端子４１を介して供給される電力によって、カートリッジ収容部２６ａに収
容される第２カートリッジ３０（より詳細にはこれに含まれる香味源３３）を加熱する。
第二負荷３１は、例えば、所定ピッチで巻き回される電熱線（コイル）によって構成され
る。
【００３６】
　なお、第二負荷３１は、第２カートリッジ３０を加熱することのできる素子であればよ
い。第二負荷３１は、例えば、発熱素子である。発熱素子としては、発熱抵抗体、セラミ
ックヒータ、及び誘導加熱式のヒータ等が挙げられる。
【００３７】
　第二負荷３１は、温度と電気抵抗値が相関を持つものが用いられる。第二負荷３１とし
ては、例えば、ＰＴＣ特性を有するものが用いられる。
【００３８】
（第２カートリッジ）
　第２カートリッジ３０は、香味源３３を貯留する。第二負荷３１によって第２カートリ
ッジ３０が加熱されることで、香味源３３が加熱される。第２カートリッジ３０は、第１
カートリッジ２０のエンドキャップ２６に設けられたカートリッジ収容部２６ａに着脱可
能に収容される。第２カートリッジ３０は、第１カートリッジ２０側とは反対側の端部が
、ユーザの吸口３２となっている。なお、吸口３２は、第２カートリッジ３０と一体不可
分に構成される場合に限らず、第２カートリッジ３０と着脱可能に構成されてもよい。こ
のように吸口３２を電源ユニット１０と第１カートリッジ２０とは別体に構成することで
、吸口３２を衛生的に保つことができる。
【００３９】
　第２カートリッジ３０は、第一負荷２１によってエアロゾル源２２が霧化されることで
発生したエアロゾルを香味源３３に通すことによってエアロゾルに香味成分を付加する。
香味源３３を構成する原料片としては、刻みたばこ、又は、たばこ原料を粒状に成形した
成形体を用いることができる。香味源３３は、たばこ以外の植物（例えば、ミント、漢方
、又はハーブ等）によって構成されてもよい。香味源３３には、メントール等の香料が付
加されていてもよい。
【００４０】
　エアロゾル生成装置１では、エアロゾル源２２と香味源３３によって、香味成分が付加
されたエアロゾルを発生させることができる。つまり、エアロゾル源２２と香味源３３は
、エアロゾルを発生させるエアロゾル生成源を構成している。
【００４１】
　エアロゾル生成装置１におけるエアロゾル生成源は、ユーザが交換して使用する部分で
ある。この部分は、例えば、１つの第１カートリッジ２０と、１つ又は複数（例えば５つ
）の第２カートリッジ３０とが１セットとしてユーザに提供される。なお、第１カートリ
ッジ２０と第２カートリッジ３０を一体化して１つのカートリッジとして構成してもよい
。
【００４２】
　このように構成されたエアロゾル生成装置１では、図３中の矢印Ｂで示すように、電源
ユニットケース１１に設けられた不図示の取込口から流入した空気が、空気供給部４２か
ら第１カートリッジ２０の第一負荷２１付近を通過する。第一負荷２１は、ウィック２４
によってリザーバ２３から引き込まれたエアロゾル源２２を霧化する。霧化されて発生し
たエアロゾルは、取込口から流入した空気と共にエアロゾル流路２５を流れ、連通路２６
ｂを介して第２カートリッジ３０に供給される。第２カートリッジ３０に供給されたエア
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ロゾルは、香味源３３を通過することで香味成分が付加され、吸口３２に供給される。
【００４３】
　また、エアロゾル生成装置１には、ユーザに対して各種情報を通知する第１通知部４５
と第２通知部４６が設けられている（図５参照）。第１通知部４５は、ユーザの触覚に作
用する通知を行うためのものであり、バイブレーター等の振動素子によって構成されてい
る。第２通知部４６は、ユーザの視覚に作用する通知を行うためのものであり、ＬＥＤ（
Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）等の発光素子によって構成される。各種情
報を通知する通知部として、更に、ユーザの聴覚に作用する通知を行うため音出力素子が
設けられてもよい。第１通知部４５と第２通知部４６は、電源ユニット１０、第１カート
リッジ２０、及び第２カートリッジ３０のいずれに設けられてもよいが、電源ユニット１
０に設けられることが好ましい。例えば、操作部１４の周囲が透光性を有し、ＬＥＤ等の
発光素子によって発光するように構成される。第１通知部４５と第２通知部４６のいずれ
か一方は省略してもよい。
【００４４】
（電源ユニットの詳細）
　図５に示すように、ＤＣ／ＤＣコンバータ５１は、電源ユニット１０に第１カートリッ
ジ２０が装着された状態において、第一負荷２１と電源１２の間に接続される。ＭＣＵ５
０は、ＤＣ／ＤＣコンバータ５１と電源１２の間に接続されている。第二負荷３１は、電
源ユニット１０に第１カートリッジ２０が装着された状態において、ＭＣＵ５０とＤＣ／
ＤＣコンバータ５１との間に接続される。このように、電源ユニット１０では、第１カー
トリッジ２０が装着された状態において、ＤＣ／ＤＣコンバータ５１及び第一負荷２１の
直列回路と、第二負荷３１とが、電源１２に並列接続される。
【００４５】
　ＤＣ／ＤＣコンバータ５１は、入力電圧を昇圧可能な昇圧回路であり、入力電圧を昇圧
した電圧又は入力電圧を第一負荷２１に供給可能に構成されている。ＤＣ／ＤＣコンバー
タ５１によれば第一負荷２１に供給される電力を調整できるため、第一負荷２１が霧化す
るエアロゾル源２２の量を制御することができる。ＤＣ／ＤＣコンバータ５１としては、
例えば、出力電圧を監視しながらスイッチング素子のオン／オフ時間を制御することで、
入力電圧を希望する出力電圧に変換するスイッチングレギュレータを用いることができる
。ＤＣ／ＤＣコンバータ５１としてスイッチングレギュレータを用いる場合には、スイッ
チング素子を制御することで、入力電圧を昇圧せずに、そのまま出力させることもできる
。
【００４６】
　ＭＣＵ５０のプロセッサは、第二負荷３１への放電を制御するため、香味源３３の温度
や第二負荷３１の温度を取得できるように構成される。また、ＭＣＵ５０のプロセッサは
、第一負荷２１の温度を取得できるように構成されることが好ましい。第一負荷２１の温
度は、第一負荷２１又はエアロゾル源２２の過熱の抑制や、第一負荷２１が霧化するエア
ロゾル源２２の量を高度に制御するために用いることができる。
【００４７】
　電圧センサ５２は、第二負荷３１に印加される電圧値を測定して出力する。電流センサ
５３は、第二負荷３１を貫流する電流値を測定して出力する。電圧センサ５２の出力と、
電流センサ５３の出力は、それぞれ、ＭＣＵ５０に入力される。ＭＣＵ５０のプロセッサ
は、電圧センサ５２の出力と電流センサ５３の出力に基づいて第二負荷３１の抵抗値を取
得し、この抵抗値に応じた第二負荷３１の温度を取得する。第二負荷３１の温度は、第二
負荷３１によって加熱される香味源３３の温度と厳密には一致しないが、香味源３３の温
度とほぼ同じと見做すことができる。
【００４８】
　なお、第二負荷３１の抵抗値を取得する際に、第二負荷３１に定電流を流す構成とすれ
ば、温度検出用素子Ｔ１において電流センサ５３は不要である。同様に、第二負荷３１の
抵抗値を取得する際に、第二負荷３１に定電圧を印加する構成とすれば、温度検出用素子
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Ｔ１において電圧センサ５２は不要である。
【００４９】
　また、図６に示すように、温度検出用素子Ｔ１に代えて、第１カートリッジ２０に、第
２カートリッジ３０又は第二負荷３１の温度を検出するための温度検出用素子Ｔ３を設け
る構成としてもよい。温度検出用素子Ｔ３は、第２カートリッジ３０又は第二負荷３１の
近傍に配置される例えばサーミスタにより構成される。図６の構成においては、ＭＣＵ５
０のプロセッサは、温度検出用素子Ｔ３の出力に基づいて、第二負荷３１の温度又は第２
カートリッジ３０の温度、換言すると香味源３３の温度を取得する。
【００５０】
　図６に示すように、温度検出用素子Ｔ３を用いて香味源３３の温度を取得することで、
図５の温度検出用素子Ｔ１を用いて香味源３３の温度を取得するよりも、香味源３３の温
度をより正確に取得することが可能となる。なお、温度検出用素子Ｔ３は、第２カートリ
ッジ３０に搭載される構成としてもよい。温度検出用素子Ｔ３を第１カートリッジ２０に
搭載する図６に示す構成によれば、エアロゾル生成装置１において最も交換頻度の高い第
２カートリッジ３０の製造コストを下げることができる。
【００５１】
　なお、図５に示すように、温度検出用素子Ｔ１を用いて香味源３３の温度を取得する場
合には、エアロゾル生成装置１において交換頻度が最も低い電源ユニット１０に温度検出
用素子Ｔ１を設けることができる。このため、第１カートリッジ２０と第２カートリッジ
３０の製造コストを下げることができる。
【００５２】
　電圧センサ５４は、第一負荷２１に印加される電圧値を測定して出力する。電流センサ
５５は、第一負荷２１を貫流する電流値を測定して出力する。電圧センサ５４の出力と、
電流センサ５５の出力は、それぞれ、ＭＣＵ５０に入力される。ＭＣＵ５０のプロセッサ
は、電圧センサ５４の出力と電流センサ５５の出力に基づいて第一負荷２１の抵抗値を取
得し、この抵抗値に応じた第一負荷２１の温度を取得する。なお、第一負荷２１の抵抗値
を取得する際に、第一負荷２１に定電流を流す構成とすれば、温度検出用素子Ｔ２におい
て電流センサ５５は不要である。同様に、第一負荷２１の抵抗値を取得する際に、第一負
荷２１に定電圧を印加する構成とすれば、温度検出用素子Ｔ２において電圧センサ５４は
不要である。
【００５３】
（ＭＣＵ）
　次に、ＭＣＵ５０の機能について説明する。ＭＣＵ５０は、ＲＯＭに記憶されたプログ
ラムをプロセッサが実行することにより実現される機能ブロックとして、温度検出部と、
電力制御部と、通知制御部と、を備える。
【００５４】
　温度検出部は、温度検出用素子Ｔ１（又は温度検出用素子Ｔ３）の出力に基づいて、香
味源３３の温度を取得する。また、温度検出部は、温度検出用素子Ｔ２の出力に基づいて
、第一負荷２１の温度を取得する。
【００５５】
　通知制御部は、各種情報を通知するように第１通知部４５と第２通知部４６を制御する
。例えば、通知制御部は、第２カートリッジ３０の交換タイミングの検出に応じて、第２
カートリッジ３０の交換を促す通知を行うように第１通知部４５と第２通知部４６の少な
くとも一方を制御する。通知制御部は、第２カートリッジ３０の交換を促す通知に限らず
、第１カートリッジ２０の交換を促す通知、電源１２の交換を促す通知、電源１２の充電
を促す通知等を行わせてもよい。
【００５６】
　電力制御部は、吸気センサ１５から出力されたエアロゾルの生成要求を示す信号に応じ
て、第一負荷２１及び第二負荷３１のうちの少なくとも第一負荷２１への電源１２からの
放電（負荷の加熱に必要な放電）を制御する。つまり、電力制御部は、エアロゾル源２２
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を霧化するための電源１２から第一負荷２１への第一放電と、香味源３３を加熱するため
の電源１２から第二負荷３１への第二放電とのうち、少なくとも第一放電を行う。
【００５７】
　このように、エアロゾル生成装置１では、第二負荷３１への放電によって香味源３３の
加熱が可能となっている。エアロゾルに付加される香味成分量を増やすためには、エアロ
ゾル源２２から発生させるエアロゾル量を多くすること、香味源３３の温度を高くするこ
と、が有効であることが実験的にわかっている。
【００５８】
　そこで、電力制御部は、香味源３３の温度に関する情報に基づいて、エアロゾルの生成
要求毎に生成されるエアロゾルに付加される香味成分の量である単位香味量（以下に説明
する香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒ）が目標量へ収束するように、電源１２から第一負荷２１
と第二負荷３１への加熱のための放電を制御する。この目標量は適宜決められる値である
が、例えば、単位香味量の目標範囲を適宜決定し、この目標範囲における中央値を目標量
として定めてもよい。これにより、単位香味量（香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒ）を目標量に
収束させることで、単位香味量をある程度幅を持たせた目標範囲にも収束させることが可
能である。なお、単位香味量、香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒ、目標量の単位としては重量が
用いられてよい。
【００５９】
　また、電力制御部は、香味源３３の温度に関する情報を出力する温度検出用素子Ｔ１（
又は温度検出用素子Ｔ３）の出力に基づき、香味源３３の温度が目標温度（以下に記載す
る目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔ）へ収束するように、電源１２から第二負荷３１への
加熱のための放電を制御する。
【００６０】
（エアロゾル生成に用いられる各種パラメータ）
　以下、ＭＣＵ５０の具体的な動作の説明に移る前に、エアロゾル生成のための放電制御
に用いられる各種パラメータ等について説明する。
【００６１】
　ユーザによる１回の吸引動作によって、第１カートリッジ２０にて生成されるエアロゾ
ルの重量［ｍｇ］をエアロゾル重量Ｗａｅｒｏｓｏｌと記載する。このエアロゾルの生成
のために第一負荷２１に供給が必要な電力を霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄと記載する。エアロ
ゾル重量Ｗａｅｒｏｓｏｌは、エアロゾル源２２が十分に存在すると仮定すると、霧化電
力Ｐｌｉｑｕｉｄと、霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄの第一負荷２１への供給時間ｔｓｅｎｓｅ

（換言すると、第一負荷２１への通電時間又はパフの行われている時間）に比例する。こ
のため、エアロゾル重量Ｗａｅｒｏｓｏｌは、以下の式（１）によりモデル化することが
できる。式（１）のαは、実験的に求められる係数である。なお、供給時間ｔｓｅｎｓｅ

は、上述した上限時間ｔｕｐｐｅｒが上限値とされる。また、以下の式（１）は、式（１
Ａ）に置き換えてもよい。式（１Ａ）では、式（１）に対し、正の値を有する切片ｂを導
入している。これは、霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄの一部がエアロゾル源２２において霧化の
前に起きるエアロゾル源２２の昇温に用いられる点を考慮して、任意に導入可能な項であ
る。切片ｂもまた実験的に求めることができる。
【００６２】
【数１】

【００６３】
　吸引がｎｐｕｆｆ回（ｎｐｕｆｆは０以上の自然数）行われた状態において香味源３３
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に含まれている香味成分の重量［ｍｇ］を香味成分残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）
と記載する。なお、新品の状態の第２カートリッジ３０の香味源３３に含まれている香味
成分残量（Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ＝０））をＷｉｎｉｔｉａｌとも記載する。香
味源３３の温度に関する情報をカプセル温度パラメータＴｃａｐｓｕｌｅと記載する。ユ
ーザによる１回の吸引動作によって、香味源３３を通過するエアロゾルに付加される香味
成分の重量［ｍｇ］を香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒと記載する。香味源３３の温度に関する
情報とは、例えば、温度検出用素子Ｔ１（又は温度検出用素子Ｔ３）の出力に基づいて取
得される香味源３３の温度や第二負荷３１の温度である。以下では、香味成分残量Ｗｃａ

ｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）を単に香味成分残量と記載する場合もある。
【００６４】
　香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒは、香味成分残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）、カプセ
ル温度パラメータＴｃａｐｓｕｌｅ、及びエアロゾル重量Ｗａｅｒｏｓｏｌに依存するこ
とが実験的にわかっている。したがって、香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒは、以下の式（２）
によりモデル化することができる。
【００６５】
【数２】

【００６６】
　１回の吸引が行われる毎に、香味成分残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）は、香味成
分量Ｗｆｌａｖｏｒずつ減少する。このため、ｎｐｕｆｆを１以上としたときの香味成分
残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）、つまり、１回以上の吸引が行われた後の香味成分
残量は、以下の式（３）によりモデル化することができる。
【００６７】

【数３】

【００６８】
　式（２）のβは、１回の吸引において、香味源３３に含まれている香味成分のうちのど
の程度の量がエアロゾルに付加されるかの割合を示す係数であり、実験的に求められる。
式（２）のγと式（３）のδは、それぞれ実験的に求められる係数である。１回の吸引が
行われる期間において、カプセル温度パラメータＴｃａｐｓｕｌｅと香味成分残量Ｗｃａ

ｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）はそれぞれ変動し得るが、このモデルでは、これらを一定値と
して取り扱うために、γとδを導入している。
【００６９】
（エアロゾル生成装置の動作）
　エアロゾル生成装置１の動作の大まかな流れは次の通りである。操作部１４の操作等に
よってエアロゾル生成装置１が起動（電源ＯＮ）されると、香味源３３の目標温度が設定
される。そして、香味源３３の温度又は第二負荷３１の温度がこの目標温度に収束するよ
うに第二負荷３１への放電制御がなされて、香味源３３の加熱（予熱）が開始される。ま
た、目標温度が設定されると、その目標温度と、その時点での香味成分残量に基づいて、
目標の香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒを達成するために第一負荷２１へ供給が必要な霧化電力
が決定される。この予熱の開始後、エアロゾル生成要求がなされると、香味源３３の予熱
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が停止され、少なくとも上記の決定された霧化電力が第一負荷２１に供給されてエアロゾ
ルが生成される。このエアロゾルの生成期間中に香味源３３の加熱を継続してもよい。エ
アロゾル生成要求が終了すると、第一負荷２１への霧化電力の供給は停止される。その後
、香味成分残量が更新され、香味源３３の目標温度が再設定されて、上記の動作が繰り返
される。なお、エアロゾル生成要求が継続していても第一負荷２１への霧化電力の供給を
開始してから所定時間が経過した場合、第一負荷２１への霧化電力の供給は停止されても
よい。この場合においても、香味成分残量が更新され、香味源３３の目標温度が再設定さ
れて、上記の動作が繰り返される。
【００７０】
　図７及び図８は、エアロゾル生成装置１の動作中における香味成分残量の変化を示す模
式図である。図７及び図８は、時刻ｔ１から時刻ｔ５までの間の香味成分残量の変化の一
例を示している。時刻ｔ１まではエアロゾル生成装置１の電源がＯＦＦとなっている期間
である。時刻ｔ１と時刻ｔ２の間、及び、時刻ｔ３と時刻ｔ４の間は、それぞれ、エアロ
ゾル生成のための前処理を行う前処理期間である。この前処理期間では、前述したように
、香味成分残量の更新、目標温度の設定、霧化電力の決定、香味源３３の予熱等が行われ
る。図７と図８の違いは、時刻ｔ３と時刻ｔ４の間の時間の長さが異なる点である。この
前処理期間の長さは、ユーザの操作によって変化し得る。また、時刻ｔ２と時刻ｔ３の間
、及び、時刻ｔ４と時刻ｔ５の間は、それぞれ、エアロゾルの生成期間である。このエア
ロゾルの生成期間の長さは、ユーザの操作によって変化し得る。
【００７１】
　香味源３３に含まれる香味成分は、エアロゾルが香味源３３を通過する際にエアロゾル
に付加される。このため、エアロゾルの生成期間において香味成分残量は減少する。しか
し、香味成分残量の減少は、エアロゾルに香味成分が付加されること以外に、香味成分が
揮散することが要因となって生じる。
【００７２】
　例えば、香味源３３が加熱されている状態では、香味成分の揮散が発生する。また、エ
アロゾルの生成が終了し且つ香味源３３の加熱が開始される前の状態であっても、エアロ
ゾルの通過や第二負荷３１が行った加熱によって香味源３３の温度が高くなっていること
や、吸引終了後の空気の流れ等によって、香味成分の揮散が発生しやすくなる。この状態
では、外気温が高いほど、香味源３３の温度が高い状態が維持されやすくなるため、香味
成分の揮散量が多くなる。また、この状態では、エアロゾル生成終了時の香味源３３の温
度（又は目標温度）が高いほど、香味成分の揮散が発生しやすくなるため、香味成分の揮
散量が多くなる。また、図７と図８を比較してわかるように、香味成分の揮散量は、揮散
が発生しやすい状態の継続時間が長いほど、多くなる。また、香味成分残量が多いほど、
香味源３３には揮散し得る香味成分が多く存在することになる。このため、エアロゾルの
生成期間以外における、揮散が発生しやすい状態においては、香味成分残量が多いほど、
香味成分の揮散量が多くなる。
【００７３】
　このように、エアロゾルの生成が行われていない期間（時刻ｔ１から時刻ｔ２の間、時
刻ｔ３から時刻ｔ４の間）では、香味成分残量が揮散によって減少し得る。
【００７４】
　また、香味成分の揮散量は、香味源３３を通過したエアロゾルの累積量が多いほど、多
くなる。これは、香味源３３を通過したエアロゾルによって吸口３２又は吸口３２の近傍
に設けられるフィルタに香味源３３が一時的に移行し、その後揮散するからである。
【００７５】
　前述した香味成分残量を導出する式（３）では、このような香味成分の揮散は考慮して
いない。そこで、エアロゾル生成装置１では、香味成分の揮散を考慮して、香味成分残量
を補正するようにしている。以下、エアロゾル生成装置１の動作の具体例について説明す
る。
【００７６】
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　図９及び図１０は、図１のエアロゾル生成装置１の動作を説明するためのフローチャー
トである。操作部１４の操作等によってエアロゾル生成装置１が起動（電源ＯＮ）される
と（ステップＳ０：ＹＥＳ）、ＭＣＵ５０は、電源ＯＮ後、又は、第２カートリッジ３０
の交換後にエアロゾルの生成を行ったか（ユーザによる吸引が１度でも行われたか）否か
を判定する（ステップＳ１）。
【００７７】
　例えば、ＭＣＵ５０には、吸引（エアロゾルの生成要求）が行われる毎に、ｎｐｕｆｆ

を初期値（例えば０）からアップカウントするパフ数カウンタが内蔵されている。このパ
フ数カウンタのカウント値はメモリ５０ａに記憶される。ＭＣＵ５０は、このカウント値
を参照することで、吸引が１度でも行われた後の状態か否かを判定する。なお、極端に短
い（例えば０．１秒未満）吸引や、極端に弱い（例えば１０ｍＬ／秒）吸引を検知した場
合には、パフ数カウンタはアップカウントしなくてもよい。換言すれば、十分な吸引が行
われるまでパフ数カウンタはアップカウントされずに、最後に十分な吸引が行われた時の
カウント値を保持し続ける。
【００７８】
　電源ＯＮ後の最初の吸引である、又は、第２カートリッジ３０が交換された後の最初の
吸引の前のタイミングである場合（ステップＳ１：ＮＯ）には、香味源３３の加熱がまだ
行われていない又は加熱がしばらく行われておらず、香味源３３の温度は外部環境に依存
する可能性が高い。したがって、この場合には、ＭＣＵ５０は、温度検出用素子Ｔ１（又
は温度検出用素子Ｔ３）の出力に基づいて取得した香味源３３の温度を、カプセル温度パ
ラメータＴｃａｐｓｕｌｅとして取得し、この取得した香味源３３の温度を、香味源３３
の目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔとして設定し、メモリ５０ａに記憶する（ステップＳ
２）。
【００７９】
　なお、ステップＳ１の判定がＮＯとなる状態では、香味源３３の温度が外気温又は電源
ユニット１０の温度に近い状態である可能性が高い。そのため、ステップＳ２においては
、変形例として、外気温又は電源ユニット１０の温度をカプセル温度パラメータＴｃａｐ

ｓｕｌｅとして取得して、これを目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔとしてもよい。
【００８０】
　外気温は、例えば、吸気センサ１５に内蔵される温度センサから取得することが好まし
い。電源ユニット１０の温度は、例えば、ＭＣＵ５０の内部の温度を管理するためにＭＣ
Ｕ５０に内蔵されている温度センサから取得することが好ましい。この場合、吸気センサ
１５に内蔵される温度センサと、ＭＣＵ５０に内蔵されている温度センサは、いずれも、
香味源３３の温度に関する情報を出力する素子として機能する。
【００８１】
　エアロゾル生成装置１では、上述したように、香味源３３の温度が目標温度Ｔｃａｐ＿

ｔａｒｇｅｔへ収束するように、電源１２から第二負荷３１への放電を制御する。したが
って、電源ＯＮ後又は第２カートリッジ３０の交換後に１回でも吸引が行われた後では、
香味源３３の温度が目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔに近い状態である可能性が高い。し
たがって、この場合（ステップＳ１：ＹＥＳ）には、ＭＣＵ５０は、前回のエアロゾルの
生成に用いた、メモリ５０ａに記憶されている目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔを、カプ
セル温度パラメータＴｃａｐｓｕｌｅとして取得し、これをそのまま目標温度Ｔｃａｐ＿

ｔａｒｇｅｔとして設定する（ステップＳ３）。この場合には、メモリ５０ａが、香味源
３３の温度に関する情報を出力する素子として機能する。
【００８２】
　なお、ステップＳ３において、ＭＣＵ５０は、温度検出用素子Ｔ１（又は温度検出用素
子Ｔ３）の出力に基づいて取得した香味源３３の温度を、カプセル温度パラメータＴｃａ

ｐｓｕｌｅとして取得し、この取得した香味源３３の温度を、香味源３３の目標温度Ｔｃ

ａｐ＿ｔａｒｇｅｔとして設定してもよい。このようにすることで、カプセル温度パラメ
ータＴｃａｐｓｕｌｅをより正確に取得できる。
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【００８３】
　ステップＳ３の処理を行った場合には、ＭＣＵ５０は、前回のエアロゾル生成後に香味
源３３から揮散した香味成分の量（以下、揮散量εと記載）を算出する（ステップＳ３ａ
）。このステップＳ３ａの処理が行われるのは、図７の例であれば、時刻ｔ３と時刻ｔ４
の間のタイミングである。
【００８４】
　ステップＳ３ａにおいて、ＭＣＵ５０は、前回のエアロゾル生成が終了したタイミング
である時刻ｔ３からの経過時間をパラメータＰ１として取得する。また、ＭＣＵ５０は、
時刻ｔ３の直後のタイミングにおいて後述するようにして算出された香味成分残量をパラ
メータＰ２として取得する。また、ＭＣＵ５０は、時刻ｔ３の時点で設定されていた香味
源３３の目標温度、又は、ステップＳ３ａの処理を行う時点での香味源３３（又は第二負
荷３１）の温度をパラメータＰ３として取得する。また、ＭＣＵ５０は、第２カートリッ
ジ３０が新品に交換されてからの、エアロゾル生成のために第一負荷２１に供給した電力
量（霧化電力×供給時間）の積算値をパラメータＰ４として取得する。パラメータＰ４は
、パフ数カウンタが初期値（＝０）となって以降に第一負荷２１に供給した電力量の積算
値である。また、ＭＣＵ５０は、時刻ｔ３の時点又はステップＳ３ａの処理を行う時点で
の外気温をパラメータＰ５として取得する。パラメータＰ１～Ｐ５は、それぞれ、その値
が大きいほど、香味成分の揮散量εが多くなることを示すものである。
【００８５】
　上述した実施形態においては、ＭＣＵ５０は、第２カートリッジ３０が新品に交換され
てからの、エアロゾル生成のために第一負荷２１に供給した電力量の積算値をパラメータ
Ｐ４として取得する。本実施形態に代えて、ＭＣＵ５０は、後述するステップＳ２６にお
いて第２カートリッジ３０の交換を促す通知を第１通知部４５及び第２通知部４６の少な
くとも一方に行わせてからの、エアロゾル生成のために第一負荷２１に供給した電力量の
積算値をパラメータＰ４として取得してもよい。このようにすれば、ＭＣＵ５０は第２カ
ートリッジ３０の交換を検知する必要がないため、電源ユニット１０のコストを下げるこ
とが可能になる。
【００８６】
　ＭＣＵ５０は、ステップＳ３ａにおいて、パラメータＰ１～Ｐ５に基づいて揮散量εを
算出する。例えば、以下の式（Ａ）の演算によって揮散量εを算出する。式（Ａ）のｐ１
～ｐ５は、実験的に決められた係数である。
【００８７】
　ε＝ｐ１×Ｐ１＋ｐ２×Ｐ２＋ｐ３×Ｐ３＋ｐ４×Ｐ５＋ｐ５×Ｐ５　・・（Ａ）
【００８８】
　なお、パラメータＰ１～Ｐ５のうちの一部を省略して揮散量εを算出してもよい。つま
り、パラメータＰ１～Ｐ５の中から選ばれる１つ、２つ、３つ、又は４つのパラメータに
基づいて、揮散量εを算出してもよい。この場合は、式（Ａ）において、省略したパラメ
ータの項を削除することで、揮散量εを算出すればよい。
【００８９】
　ステップＳ２又はステップＳ３ａの後、ＭＣＵ５０は、設定した目標温度Ｔｃａｐ＿ｔ

ａｒｇｅｔと、現時点における香味源３３の香味成分残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ

）と、揮散量εとに基づいて、目標の香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒを達成するために必要な
エアロゾル重量Ｗａｅｒｏｓｏｌを、式（４）の演算により決定する（ステップＳ４）。
式（４）は、Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）を｛Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）－ε
｝とし、ＴｃａｐｓｕｌｅをＴｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔとした式（２）を変形したものであ
る。なお、ステップＳ２の処理が行われた後に続けてこのステップＳ４の処理が行われる
場合には、揮散量εは“０”として取り扱われる。｛Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）－
ε｝は第２残量を構成する。
【００９０】
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【数４】

【００９１】
　次に、ＭＣＵ５０は、ステップＳ４にて決定したエアロゾル重量Ｗａｅｒｏｓｏｌを実
現するために必要な霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄを、ｔｓｅｎｓｅを上限時間ｔｕｐｐｅｒと
した式（１）の演算により決定する（ステップＳ５）。
【００９２】
　なお、目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔ及び｛Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）－ε｝
の組み合わせと、霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄとを対応付けたテーブルをＭＣＵ５０のメモリ
５０ａに記憶しておき、ＭＣＵ５０は、このテーブルを用いて霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄを
決定してもよい。これにより、霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄを高速且つ低消費電力にて決定す
ることができる。
【００９３】
　エアロゾル生成装置１では、後述するように、エアロゾルの生成要求を検知した時点で
香味源３３の温度が目標温度に未達の場合に、香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒの不足をエアロ
ゾル重量Ｗａｅｒｏｓｏｌの増加（霧化電力の増加）により補うものとしている。この霧
化電力の増加分を確保するため、ステップＳ５で決められる霧化電力が、ハードウエア構
成によって決められる第一負荷２１に供給可能な電力の上限値Ｐｕｐｐｅｒよりも低くな
るようにする必要がある。
【００９４】
　具体的には、ステップＳ５の後、ＭＣＵ５０は、ステップＳ５で決めた霧化電力Ｐｌｉ

ｑｕｉｄが上限値Ｐｕｐｐｅｒよりも低い電力閾値Ｐｍａｘを超える場合（ステップＳ６
：ＮＯ）には、香味源３３の目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔを増加させて（ステップＳ
７）、ステップＳ４に処理を戻す。式（４）から分かるように、目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａ

ｒｇｅｔを増やすことで、目標の香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒを達成するために必要なエア
ロゾル重量Ｗａｅｒｏｓｏｌを減らすことができる。その結果、ステップＳ５にて決定さ
れる霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄを減らすことができる。ＭＣＵ５０は、ステップＳ４～Ｓ７
を繰り返すことで、当初ＮＯと判断されたステップＳ６における判断をＹＥＳとし、処理
をステップＳ８に移行させることができる。
【００９５】
　ＭＣＵ５０は、ステップＳ５にて決定した霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄが電力閾値Ｐｍａｘ

以下であった場合（ステップＳ６：ＹＥＳ）には、現時点での香味源３３の温度Ｔｃａｐ

＿ｓｅｎｓｅを温度検出用素子Ｔ１（又は温度検出用素子Ｔ３）の出力に基づいて取得す
る（ステップＳ８）。
【００９６】
　そして、ＭＣＵ５０は、温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅと目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔ

とに基づいて、第二負荷３１を加熱するための第二負荷３１への放電を制御する（ステッ
プＳ９）。具体的には、ＭＣＵ５０は、温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅが目標温度Ｔｃａｐ＿

ｔａｒｇｅｔに収束するように、ＰＩＤ（Ｐｒｏｐｏｒｔｉｏｎａｌ－Ｉｎｔｅｇｒａｌ
－Ｄｉｆｆｅｒｅｎｔｉａｌ　）制御、又は、ＯＮ／ＯＦＦ制御によって第二負荷３１へ
電力供給を行う。
【００９７】
　ＰＩＤ制御は、温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅと目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔの差をフ
ィードバックし、そのフィードバック結果に基づいて、温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅが目標
温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔに収束するよう電力制御を行うものである。ＰＩＤ制御によ
れば、温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅを目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔに高精度に収束させ
ることができる。なお、ＭＣＵ５０は、ＰＩＤ制御に代えてＰ（Ｐｒｏｐｏｒｔｉｏｎａ
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ｌ）制御やＰＩ（Ｐｒｏｐｏｒｔｉｏｎａｌ－Ｉｎｔｅｇｒａｌ）制御を用いてもよい。
【００９８】
　ＯＮ／ＯＦＦ制御は、温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅが目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔ未
満の状態では第二負荷３１への電力供給を行い、温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅが目標温度Ｔ

ｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔ以上の状態では、温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅが目標温度Ｔｃａｐ＿

ｔａｒｇｅｔ未満になるまで第二負荷３１への電力供給を停止する制御である。ＯＮ／Ｏ
ＦＦ制御によれば、ＰＩＤ制御よりも香味源３３の温度を早く上昇させることができる。
このため、後述のエアロゾルの生成要求が検知される前の段階にて、温度Ｔｃａｐ＿ｓｅ

ｎｓｅが目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔに到達する可能性を高めることができる。なお
、目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔは、ヒステリシスを有していてもよい。
【００９９】
　ステップＳ９の後、ＭＣＵ５０は、エアロゾルの生成要求の有無を判定する（ステップ
Ｓ１０）。ＭＣＵ５０は、エアロゾルの生成要求を検出しなかった場合（ステップＳ１０
：ＮＯ）には、ステップＳ１１にて、エアロゾルの生成要求が行われていない時間（以下
、無操作時間と記載）の長さを判定する。そして、ＭＣＵ５０は、無操作時間が所定時間
に達していた場合（ステップＳ１１：ＹＥＳ）には、第二負荷３１への放電を終了して（
ステップＳ１２）、消費電力を低減させたスリープモードへと移行する（ステップＳ１３
）。ＭＣＵ５０は、無操作時間が所定時間未満であった場合（ステップＳ１１：ＮＯ）に
は、ステップＳ８に処理を移行する。
【０１００】
　ＭＣＵ５０は、エアロゾルの生成要求を検知すると（ステップＳ１０：ＹＥＳ）、第二
負荷３１への放電を終了し、その時点での香味源３３の温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅを温度
検出用素子Ｔ１（又は温度検出用素子Ｔ３）の出力に基づいて取得する（ステップＳ１４
）。そして、ＭＣＵ５０は、ステップＳ１４にて取得した温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅが目
標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔ以上かを否かを判定する（ステップＳ１５）。
【０１０１】
　温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅが目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔ未満である場合（ステッ
プＳ１５：ＮＯ）には、ＭＣＵ５０は、香味源３３の温度が足りていないことによる香味
成分量の減少分を補うべく、ステップＳ５にて決定した霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄを増加さ
せる。具体的には、まず、ＭＣＵ５０は、ステップＳ５にて決定した霧化電力Ｐｌｉｑｕ

ｉｄに予め決められた増加幅ΔＰを加算して得られる霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄ’を第一負
荷２１に供給して、第一負荷２１の加熱を開始する（ステップＳ１９）。
【０１０２】
　ステップＳ１５において、ＭＣＵ５０は、温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅが目標温度Ｔｃａ

ｐ＿ｔａｒｇｅｔ以上であった場合（ステップＳ１５：ＹＥＳ）には、ステップＳ５にて
決定した霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄを第一負荷２１に供給して第一負荷２１の加熱を開始し
、エアロゾルを生成する（ステップＳ１７）。
【０１０３】
　ステップＳ１９又はステップＳ１７での第一負荷２１の加熱開始後、ＭＣＵ５０は、エ
アロゾルの生成要求が終了されていない場合（ステップＳ１８：ＮＯ）には、エアロゾル
の生成要求の継続時間が上限時間ｔｕｐｐｅｒ未満であれば（ステップＳ１８ａ：ＹＥＳ
）、第一負荷２１の加熱を継続する。ＭＣＵ５０は、エアロゾルの生成要求の継続時間が
上限時間ｔｕｐｐｅｒに達した場合（ステップＳ１８ａ：ＮＯ）と、エアロゾルの生成要
求が終了された場合（ステップＳ１８：ＹＥＳ）には、第一負荷２１への電力供給を停止
する（ステップＳ２１）。
【０１０４】
　ＭＣＵ５０は、温度検出用素子Ｔ２の出力に基づき、ステップＳ１７やステップＳ１９
での第一負荷２１の加熱を制御してもよい。例えば、ＭＣＵ５０が、温度検出用素子Ｔ２
の出力に基づき、エアロゾル源２２の沸点を目標温度としたＰＩＤ制御やＯＮ／ＯＦＦ制
御を実行すれば、第一負荷２１やエアロゾル源２２の過熱を抑制したり、第一負荷２１が
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霧化するエアロゾル源２２の量を高度に制御したりすることができる。
【０１０５】
　図１１は、図１０のステップＳ１７において第一負荷２１に供給される霧化電力を示す
模式図である。図１２は、図１０のステップＳ１９において第一負荷２１に供給される霧
化電力を示す模式図である。図１２に示すように、エアロゾルの生成要求が検出された時
点において、温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅが目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔに到達してい
ない場合には、霧化電力Ｐｌｉｑｕｉｄが増加された上で、第一負荷２１に供給される。
【０１０６】
　このように、エアロゾルの生成要求がなされた時点にて、香味源３３の温度が目標温度
に到達していない場合であっても、ステップＳ１９の処理が行われることで、生成される
エアロゾル量を増やすことができる。この結果、香味源３３の温度が目標温度よりも低い
ことに起因するエアロゾルに付加される香味成分量の減少を、エアロゾル量の増加によっ
て補うことが可能となる。したがって、エアロゾルに付加される香味成分量を目標量に収
束させることができる。
【０１０７】
　一方、エアロゾルの生成要求がなされた時点にて、香味源３３の温度が目標温度に到達
していた場合には、ステップＳ５にて決定した霧化電力によって、目標の香味成分量を達
成するのに必要な所望のエアロゾル量が生成される。このため、エアロゾルに付加する香
味成分量を目標量に収束させることができる。
【０１０８】
　ステップＳ２１の後、ＭＣＵ５０は、ステップＳ１７又はステップＳ１９にて第一負荷
２１に供給した霧化電力の第一負荷２１への供給時間ｔｓｅｎｓｅを取得する（ステップ
Ｓ２２）。なお、ＭＣＵ５０が上限時間ｔｕｐｐｅｒを越えてエアロゾル生成要求を検知
する場合には、供給時間ｔｓｅｎｓｅは上限時間ｔｕｐｐｅｒと等しくなる点に留意され
たい。更に、ＭＣＵ５０は、パフ数カウンタを“１”進める（ステップＳ２３）。
【０１０９】
　ＭＣＵ５０は、ステップＳ２２にて取得した供給時間ｔｓｅｎｓｅと、エアロゾルの生
成要求を受けて第一負荷２１に供給した霧化電力と、エアロゾルの生成要求を検知した時
点での目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔと、に基づいて、香味源３３の香味成分残量Ｗｃ

ａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）を更新する（ステップＳ２４）。ここで更新された香味成分
残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）は第１残量を構成する。
【０１１０】
　図１１に示す制御が行われた場合には、エアロゾルの生成要求の開始から終了までに生
成されたエアロゾルに付加される香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒは、以下の式（７）により求
めることができる。式（７）の（ｔｅｎｄ‐ｔｓｔａｒｔ）は、供給時間ｔｓｅｎｓｅを
示す。式（７）の香味成分残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）は、エアロゾルの生成要
求が行われる直前の時点での値である。式（７）の揮散量εは、エアロゾルの生成要求が
行われる前のステップＳ３ａで算出された値である。なお、ステップＳ３の代わりにステ
ップＳ２が行われていた場合には、式（７）の揮散量εは“０”として香味成分量Ｗｆｌ

ａｖｏｒが算出される。
【０１１１】
【数５】

【０１１２】
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　図１２に示す制御が行われた場合には、エアロゾルの生成要求の開始から終了までに生
成されたエアロゾルに付加される香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒは、以下の式（７Ａ）により
求めることができる。式（７Ａ）の（ｔｅｎｄ‐ｔｓｔａｒｔ）は、供給時間ｔｓｅｎｓ

ｅを示す。式（７Ａ）の香味成分残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）は、エアロゾルの
生成要求が行われる直前の時点での値である。式（７Ａ）の揮散量εは、エアロゾルの生
成要求が行われる前のステップＳ３ａで算出された値である。なお、ステップＳ３ａの代
わりにステップＳ２が行われていた場合には、式（７Ａ）の揮散量εは“０”として香味
成分量Ｗｆｌａｖｏｒが算出される。
【０１１３】
【数６】

【０１１４】
　このようにして求めたエアロゾルの生成要求毎のＷｆｌａｖｏｒをメモリ５０ａに蓄積
しおき、今回のエアロゾル生成時における香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒと、前回以前のエア
ロゾル生成時における香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒを含む過去の香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒ

の値を式（３）に代入する（つまり、この過去の香味成分量Ｗｆｌａｖｏｒの値の積算値
に係数δを乗じた値を、Ｗｉｎｉｔｉａｌから減算する）ことで、エアロゾルの生成後に
おける香味成分残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）を高精度に導出してこれを更新する
ことができる。
【０１１５】
　次に、ＭＣＵ５０は、更新後の香味成分残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）が残量閾
値未満であるか否かを判定する（ステップＳ２５）。ＭＣＵ５０は、更新後の香味成分残
量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）が残量閾値以上であった場合（ステップＳ２５：ＮＯ
）には、ステップＳ２８に処理を移行する。ＭＣＵ５０は、更新後の香味成分残量Ｗｃａ

ｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）が残量閾値未満であった場合（ステップＳ２５：ＹＥＳ）には
、第２カートリッジ３０の交換を促す通知を第１通知部４５及び第２通知部４６の少なく
とも一方に行わせる（ステップＳ２６）。そして、ＭＣＵ５０は、パフ数カウンタを初期
値（＝０）にリセットし、上述の過去のＷｆｌａｖｏｒの値を消去し、更に、目標温度Ｔ

ｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔを初期化する（ステップＳ２７）。
【０１１６】
　目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔの初期化とは、メモリ５０ａに記憶しているその時点
での目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔを設定値から除外することを意味する。なお、別の
一例として、ステップＳ１とステップＳ２を省略して常にステップＳ３を実行する場合に
は、目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔの初期化とは、メモリ５０ａに記憶しているその時
点での目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔを常温又は室温に設定することを意味する。
【０１１７】
　ステップＳ２７の後、ＭＣＵ５０は、電源がオフされなければ（ステップＳ２８：ＮＯ
）、ステップＳ１に処理を戻し、電源がオフされたら（ステップＳ２８：ＹＥＳ）、処理
を終了する。なお、ＭＣＵ５０は、ステップＳ２６及びステップＳ２７の後に、第２カー
トリッジ３０の脱着（第２カートリッジ３０の交換）がなされたことを検知した場合に、
ステップＳ２８に処理を移行するようにしてもよい。第２カートリッジ３０の脱着は、例
えば電源ユニット１０に設けられた専用のセンサ等によって検知すればよい。または、ユ
ーザが交換を行ったことを操作部１４から手動で入力し、この入力によって検知してもよ
い。
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【０１１８】
（実施形態の効果）
　以上のように、エアロゾル生成装置１によれば、ユーザがエアロゾルを吸引する度にそ
のエアロゾルに含まれる香味成分量が目標量に収束するよう電源１２から第一負荷２１及
び第二負荷３１への放電制御がなされる。このため、ユーザに提供される香味成分量を吸
引毎に安定させることができ、エアロゾル生成装置１の商品価値を高めることができる。
また、第一負荷２１にのみ放電を行う場合と比べて、ユーザに提供される吸引毎の香味成
分量を安定させることが可能となり、エアロゾル生成装置１の商品価値を更に高めること
ができる。
【０１１９】
　また、エアロゾル生成装置１は、エアロゾルの生成後に更新した香味成分残量を、この
エアロゾルの生成後に揮散した香味成分の量である揮散量εによって補正し、補正した香
味成分残量に基づいて、次のエアロゾル生成時に第一負荷２１に供給すべき霧化電力を決
定する。このため、香味成分の揮散を考慮したより正確な香味成分残量に基づいて第一負
荷２１及び第二負荷３１への放電制御が可能となる。したがって、ユーザに提供される吸
引毎の香味成分量をより安定させることが可能となり、エアロゾル生成装置１の商品価値
を更に高めることができる。
【０１２０】
（エアロゾル生成装置の第一変形例）
　図９のステップＳ１０の判定がＹＥＳとなって以降の動作（図１０）は、図１３に示す
ように変形してもよい。図１３は、エアロゾル生成装置１の動作の第一変形例を説明する
ためのフローチャートである。図１３は、ステップＳ３１からステップＳ３３が追加され
た点を除いては、図１０と同じである。
【０１２１】
　図９のステップＳ１０の判定がＹＥＳになると、ＭＣＵ５０は、現時点での揮散量εを
算出する（ステップＳ３１）。図９のステップＳ３ａの処理のタイミングから、ステップ
Ｓ３１の処理のタイミングまでの間に、パラメータＰ１は変化し、パラメータＰ３とパラ
メータＰ５は変化している可能性がある。そこで、ＭＣＵ５０は、ステップＳ３１におい
て、パラメータＰ１～Ｐ５を取得し、取得したパラメータＰ１～Ｐ５に基づいて揮散量ε
を更新する。なお、ＭＣＵ５０は、ステップＳ３ａではなくステップＳ２が行われた後で
あれば、ステップＳ１０の判定がＹＥＳになると、ステップＳ１４に処理を移行する。つ
まり、ステップＳ３１～ステップＳ３３の処理は省略される。
【０１２２】
　ステップＳ３１の後、ＭＣＵ５０は、香味成分残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）か
らステップＳ３１で算出した揮散量εを減算した値が残量閾値以上となるか否かを判定す
る（ステップＳ３２）。この残量閾値はステップＳ２５で用いるものと同じである。ＭＣ
Ｕ５０は、ステップＳ３１の判定がＹＥＳであればステップＳ１４に処理を移行し、ステ
ップＳ３１の判定がＮＯであればステップＳ３３に処理を移行する。
【０１２３】
　ステップＳ３３において、ＭＣＵ５０は、第二負荷３１への放電を停止する。ステップ
Ｓ３３の後、ＭＣＵ５０は、ステップＳ２６に処理を移行する。
【０１２４】
　このように、エアロゾルの生成要求がなされたときに揮散量εが算出され、この揮散量
εを考慮した香味成分残量の不足が発生した場合に、第２カートリッジ３０の交換通知が
行われる。これにより、エアロゾルの生成要求を行うためにユーザの注意がエアロゾル生
成装置１に向けられているタイミングで、ユーザに香味源３３の不足を通知できる。この
ため、第２カートリッジ３０の交換が必要であることを、ユーザへ伝えやすくなる。
【０１２５】
（エアロゾル生成装置の第二変形例）
　ＭＣＵ５０は、図９及び図１０に示したフローチャートにおいて、エアロゾル生成後に
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香味成分残量を更新した時点から、次のエアロゾルの生成要求を検知するまでの間に、図
１４に示すサブルーチンを実行してもよい。
【０１２６】
　図１４は、サブルーチンを説明するためのフローチャートである。ＭＣＵ５０は、パラ
メータＰ１～Ｐ５を取得し（ステップＳ４１）、取得したパラメータＰ１～Ｐ５に基づい
て揮散量εを算出する（ステップＳ４２）。ＭＣＵ５０は、香味成分残量Ｗｃａｐｓｕｌ

ｅ（ｎｐｕｆｆ）からステップＳ４２で算出した揮散量εを減算した値が残量閾値以上と
なるか否かを判定する（ステップＳ４３）。この残量閾値はステップＳ２５で用いるもの
と同じである。ＭＣＵ５０は、ステップＳ４３の判定がＮＯであればステップＳ４１に処
理を戻す。ＭＣＵ５０は、ステップＳ４３の判定がＹＥＳであれば、第２カートリッジ３
０の交換を促す通知を第１通知部４５及び第２通知部４６の少なくとも一方に行わせる（
ステップＳ４４）。そして、ＭＣＵ５０は、パフ数カウンタを初期値（＝０）にリセット
し、上述の過去のＷｆｌａｖｏｒの値を消去し、更に、目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔ

を初期化して、第二負荷３１への放電を停止する（ステップＳ４５）。ステップＳ４４と
ステップＳ４５は、図９及び図１０に示したメインルーチンに対する割込み処理とされる
。つまり、ステップＳ４４とステップＳ４５が実行されると、ＭＣＵ５０は、図９及び図
１０に示したメインルーチンはいずれのステップを実行していてもその処理を停止する。
【０１２７】
　この第二変形例によれば、エアロゾルの生成要求の有無にかかわらず、揮散量εを考慮
した香味成分残量の不足が発生した場合に、第２カートリッジ３０の交換通知が直ぐに行
われる。このように、香味源３３の残量不足をユーザがすぐ知れることで、新品の第２カ
ートリッジ３０に交換した上で吸引が実行されることになる。このため、吸引しても香味
が付加されたエアロゾルが生成されないという事態が抑制され、エアロゾル生成装置１の
利便性が向上する。
【０１２８】
（エアロゾル生成装置の第三変形例）
　図９のステップＳ１０の判定がＹＥＳとなって以降の動作（図１０）は、図１５に示す
ように変形してもよい。図１５は、エアロゾル生成装置１の動作の第三変形例を説明する
ためのフローチャートである。図１５は、ステップＳ２５がステップＳ２５ａに変更され
た点を除いては、図１０と同じである。
【０１２９】
　ＭＣＵ５０は、ステップＳ２４において香味成分残量を更新すると、更新後の香味成分
残量から予め決められた所定量εａを減算した値が残量閾値未満となるか否かを判定する
（ステップＳ２５ａ）。所定量εａは、次のエアロゾルの生成開始までの間に揮散すると
想定される香味成分の量であり、実験的に決められた固定値である。所定量εａは、例え
ば、新品の第２カートリッジ３０の香味成分残量の１％や０．５％等の値が用いられる。
ＭＣＵ５０は、ステップＳ２５ａの判定がＹＥＳであればステップＳ２６に処理を移行し
、ステップＳ２５ａの判定がＮＯであればステップＳ２８に処理を移行する。
【０１３０】
　この第三変形例によれば、エアロゾル生成後の香味源３３の残量がその後の揮散を考慮
すると不足する場合には、エアロゾルの生成直後というユーザの注意がエアロゾル生成装
置１に向けられているタイミングで通知が実行される。このため、吸引しても香味が付加
されたエアロゾルが生成されないという事態が抑制しつつ、第２カートリッジ３０の交換
が必要であることを、ユーザへ伝えやすくなる。
【０１３１】
　エアロゾル生成装置１において、第一負荷２１を、超音波などによってエアロゾル源２
２を加熱することなくエアロゾル源２２を霧化することのできる素子で構成してもよい。
第一負荷２１に用いることができる素子は、ヒータと超音波素子に限られず、電源１２か
ら供給される電力を消費することでエアロゾル源２２の霧化が可能な素子であればさまざ
まな素子又はその組合せを利用することができる。
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【０１３２】
　本明細書には少なくとも以下の事項が記載されている。なお、括弧内には、上記した実
施形態において対応する構成要素等を示しているが、これに限定されるものではない。
【０１３３】
（１）
　電源（電源１２）と、
　エアロゾル源（エアロゾル源２２）を霧化可能な霧化器（第一負荷２１）が電気的に接
続可能、且つ、上記電源へ電気的に接続される第１コネクタ（放電端子４１）と、
　上記エアロゾル源から生成されたエアロゾルに香味を付加する香味源（香味源３３）を
加熱可能なヒータ（第二負荷３１）が電気的に接続可能、且つ、上記電源へ電気的に接続
される第２コネクタ（コネクタＣＮ）と、
　処理装置（ＭＣＵ５０のプロセッサ）と、を備え、
　上記処理装置は、
　　上記電源から上記霧化器と上記ヒータへの放電を制御することで、香味が付加された
エアロゾルを生成し、
　　上記香味が付加されたエアロゾルの生成後である第１タイミングにおける上記香味源
の残量を、第１残量（香味成分残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ））として取得し、
　　上記第１タイミングと次の上記香味が付加されたエアロゾルの生成を開始する第２タ
イミングの間における上記香味源の残量である第２残量（Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ

）－ε）を、上記第１残量よりも少ない量として取得するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【０１３４】
　（１）によれば、エアロゾル生成後、次にエアロゾルの生成を開始するまでの間に取得
する香味源の第２残量を、エアロゾル生成後の香味源の揮散を考慮して、第１残量よりも
少ない量として取得するため、香味源の残量を正確に取得することができる。
【０１３５】
（２）
　（１）に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　上記処理装置は、上記電源から上記霧化器と上記ヒータへの放電を、上記第２残量に基
づき制御するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【０１３６】
　（２）によれば、揮散を考慮した正確な香味源の残量に基づき、ヒータへの放電が制御
されるため、香味が付加されたエアロゾルを高度に制御した上で生成することができる。
【０１３７】
（３）
　（１）又は（２）に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　上記処理装置は、上記第１タイミングからの経過時間に基づき、上記第２残量を取得す
るように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【０１３８】
　（３）によれば、エアロゾル生成後に揮散する香味源の量に密接に関連する経過時間に
基づき、第２残量を取得するため、揮散後の香味源の残量を正確に取得することができる
。
【０１３９】
（４）
　（１）から（３）のいずれか１つに記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって
、
　上記処理装置は、
　　上記香味源の温度（温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅ）を取得可能であり、
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　　上記第１タイミング以降且つ上記第２タイミングより前における上記香味源の温度に
基づき、上記第２残量を取得するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【０１４０】
　（４）によれば、エアロゾル生成後に揮散する香味源の量に密接に関連する香味源の温
度に基づき、第２残量を取得するため、揮散後の香味源の残量を正確に取得することがで
きる。
【０１４１】
（５）
　（１）から（３）のいずれか１つに記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって
、
　上記処理装置は、
　　上記ヒータの温度（温度Ｔｃａｐ＿ｓｅｎｓｅ）を取得可能であり、
　　上記ヒータの温度が複数の目標温度（目標温度Ｔｃａｐ＿ｔａｒｇｅｔ）のいずれか
に収束するように、上記電源から上記ヒータへの放電を制御し、
　　上記第１タイミングにおける上記ヒータの温度又は上記目標温度の値に基づき、上記
第２残量を取得するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【０１４２】
　（５）によれば、エアロゾル生成後に揮散する香味源の量に密接に関連するヒータの温
度又は目標温度に基づき、第２残量を取得するため、揮散後の香味源の残量を正確に取得
することができる。
【０１４３】
（６）
　（１）から（５）のいずれか１つに記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって
、
　通知部（第１通知部４５及び第２通知部４６の少なくとも一方）を、備え、
　上記処理装置は、
　　上記香味源の残量が閾値未満となった場合、上記通知部に通知を行わせ、
　　上記通知後に上記霧化器へ供給した電力量の積算値に基づき、上記第２残量を取得す
るように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【０１４４】
　（６）によれば、エアロゾル生成後に揮散する香味源の量に密接に関連するヒータへ供
給した累積の電力量に基づき、第２残量を取得するため、揮散後の香味源の残量を正確に
取得することができる。
【０１４５】
（７）
　（１）から（５）のいずれか１つに記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって
、
　上記処理装置は、
　　上記エアロゾル生成装置に対する上記香味源を収容する収容体（第２カートリッジ３
０）の脱着が検知可能であり、
　　上記収容体の装着後に上記霧化器へ供給した電力量の積算値に基づき、上記第２残量
を取得するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【０１４６】
　（７）によれば、エアロゾル生成後に揮散する香味源の量に密接に関連するヒータへ供
給した累積の電力量に基づき、第２残量を取得するため、揮散後の香味源の残量を正確に
取得することができる。
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【０１４７】
（８）
　（１）から（７）のいずれか１つに記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって
、
　上記電源ユニットの周囲温度（外気温）に関する値を出力するセンサ（吸気センサ１５
内蔵の温度センサ）を、備え、
　上記処理装置は、上記第１タイミング以降且つ上記第２タイミングより前における上記
センサの出力に基づき、上記第２残量を取得するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【０１４８】
　（８）によれば、エアロゾル生成後に揮散する香味源の量に密接に関連する周囲温度に
基づき、第２残量を取得するため、揮散後の香味源の残量を正確に取得することができる
。
【０１４９】
（９）
　（１）から（８）のいずれか１つに記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって
、
　上記処理装置は、上記第１残量に基づき、上記第２残量を取得するように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【０１５０】
　（９）によれば、エアロゾル生成後に揮散する香味源の量に密接に関連する揮散前の第
１残量に基づき、第２残量を取得するため、揮散後の香味源の残量を正確に取得すること
ができる。
【０１５１】
（１０）
　（１）から（９）のいずれか１つに記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって
、
　通知部（第１通知部４５及び第２通知部４６の少なくとも一方）を、備え、
　上記処理装置は、上記第２残量が閾値未満となった場合、上記通知部に通知を直ぐに実
行させるように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【０１５２】
　（１０）によれば、揮散を考慮した第２残量による香味源の残量不足をユーザがすぐ知
れることで、新品の香味源に交換した上で吸引が実行されることになる。このため、吸引
しても香味が付加されたエアロゾルが生成されないという事態が抑制され、エアロゾル生
成装置の利便性が向上する。
【０１５３】
（１１）
　（１）から（９）のいずれか１つに記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって
、
　通知部（第１通知部４５及び第２通知部４６の少なくとも一方）と、
　ユーザによる入力を検出可能な入力部（吸気センサ１５又は操作部１４）と、を備え、
　上記処理装置は、
　　上記入力部への入力に基づき、上記電源から上記霧化器への放電を開始させ、
　　上記第２残量が閾値未満となった場合、上記入力部への入力を契機として上記通知部
に通知を実行させるように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【０１５４】
　（１１）によれば、揮散を考慮した第２残量による香味源の残量不足が発生した場合、
エアロゾルの生成が要求されているというユーザの注意がエアロゾル生成装置に向けられ
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ているタイミングで通知が実行される。このため、香味源の交換が必要であることを、ユ
ーザへ伝えやすくなる。
【０１５５】
（１２）
　（１０）又は（１１）に記載のエアロゾル生成装置の電源ユニットであって、
　上記処理装置は、
　　上記第１残量を取得した後、上記第１残量から所定量（所定量εａ）を減じた量を直
ぐに取得し、
　　上記第１残量から上記所定量を減じた量が上記閾値未満である場合、上記通知部に通
知を直ぐ実行させるように構成される、
　エアロゾル生成装置の電源ユニット。
【０１５６】
　（１２）によれば、エアロゾル生成後の香味源の残量がその後の揮散を考慮すると不足
する場合には、エアロゾルの生成直後というユーザの注意がエアロゾル生成装置に向けら
れているタイミングで通知が実行される。このため、吸引しても香味が付加されたエアロ
ゾルが生成されないという事態が抑制しつつ、香味源の交換が必要であることを、ユーザ
へ伝えやすくなる。
【符号の説明】
【０１５７】
１　エアロゾル生成装置
Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３　温度検出用素子
１０　電源ユニット
１１ａ　トップ部
１１ｂ　ボトム部
１１　電源ユニットケース
１２　電源
１４　操作部
１５　吸気センサ
２０　第１カートリッジ
２１　第一負荷
３１　第二負荷
２２　エアロゾル源
２３　リザーバ
２４　ウィック
２５　エアロゾル流路
２６ａ　カートリッジ収容部
２６ｂ　連通路
２６　エンドキャップ
２７　カートリッジケース
３０　第２カートリッジ
３２　吸口
３３　香味源
４１　放電端子
４２　空気供給部
４３　充電端子
４５　第１通知部
４６　第２通知部
５０ａ　メモリ
５０　ＭＣＵ
５１　ＤＣ／ＤＣコンバータ



(26) JP 6834052 B1 2021.2.24

10

５２，５４　電圧センサ
５３，５５　電流センサ
５５Ａ　充電ＩＣ
ＣＮ　コネクタ
【要約】
【課題】エアロゾル生成装置の商品価値を高める。
【解決手段】エアロゾル生成装置１の電源ユニット１０のＭＣＵ５０は、電源１２から第
一負荷２１と第二負荷３１へ放電することで、香味が付加されたエアロゾルを生成し、香
味が付加されたエアロゾルの生成後である第１タイミングにおける香味源３３の残量を、
第１残量（香味成分残量Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ））として取得し、第１タイミン
グと次の香味が付加されたエアロゾルの生成を開始する第２タイミングの間における香味
源３３の残量である第２残量（Ｗｃａｐｓｕｌｅ（ｎｐｕｆｆ）－ε）を、第１残量より
も少ない量として取得するように構成される。
【選択図】図５

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】 【図１５】
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